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静岡県由比地すべり背後にある巨大山体変形 

Gigantic mountain deformation behind the Yui landslide, Shizuoka Prefecture 
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The Yui landslide is one of the most important landslides in Japan, because it could affect the Tomei highway, 
Tokaido Shinkansen, and Tokaido railway line. We found a gigantic mountain deformation, which is lateral 
spreading, behind the Yui landslide area. The Yui landslide area comprises many landslide units and has been 
causing many catastrophes. The lateral spreading is characterized by NS-trending multiple ridges and 
linear depressions as long as 1 to 2 km and up to 60 m deep in an area with 3 km width and 6 km 
length. The ridges are located on the axial part of N-S trending syncline of Miocene beds consisting 
of the alternating beds of mudstone and sandstone. Low-angle decollement of disharmonic folds may 
be the sliding zone of this lateral spreading. 
 

東海地震の想定震源域にある静岡県由比地すべ

りの背後に，山体の巨大な側方拡大を発見した。

由比地すべりは，海べりの斜面上にあり，その下

方の海岸に沿って東海道本線，国道 1 号線，東名

高速道路が走っている。 
この山体の側方拡大は，南北にのびる多重山稜

とそれらの間の線状凹地に特徴づけられる。線状

凹地は１から 2km の長さで，最大 60m の深さを

有している。これらの特徴は，空中写真，10m メ

ッシュの DEM から作成した傾斜図で明瞭に認め

ることができ，航空レーザー計測による 1m メッ

シュの DEM を用いると，より鮮明に認められた。 
側方拡大していると推定される山体は，東西の

幅 3km，南北の長さ 6km の山体で，山頂標高

250m から 500m である。山体は，西側を興津川，

東側を太平洋に限られており，南に向かって細く

なり，興津川の河口に至る。また，その北側は浜

石岳にいたる山稜に連続している。山体の東西断

面は，山体の上部が，その両側にあってその中心

に傾斜する“正断層”によって陥没している形態

を示している。この構造は，地塁と地溝の形態に

類似したものである。山体上部の陥没が生じるた

めには，山体の側部が側方に広がる必要があるた

め，山体の側方拡大が生じていることが推定され

る。 
この山体は中新世の地層からなり，その下部は

泥岩砂岩互層，上部は礫岩である。側方拡大した

山稜は，南北方向の向斜の軸部にある。その半波

長は 2km 以上あり，また，半波長 100m オーダ

ーの小褶曲からなっている。この複向斜構造は，

小褶曲の波面に沿って低角のデコルマが形成され

ていることを示唆し，また，側方拡大がこのデコ

ルマに沿う滑りに起因することを示唆している。 
側方拡大した山稜の側部には多数の地すべりが

分布し，これらは何回も，地震や降雨の際に動い

た。地すべりの発生は 1781 年から記録されてい

るが，もっと古くからの長時間の歴史は明らかに

なっていない。線状凹地に沿う地すべり地におい

て，頭部の陥没地に堆積したと推定されるに泥炭

を見出した。それは，深さ 20cm 間隔程度に毛根

が密生したゾーンがあり，それらの間は主に葉片

からなっていた。これらは池に堆積したもので，

毛根の生育期間は池が浅く，それ以外の期間は池

が深かったことが推定される。つまり，地すべり

頭部の池が間欠的に決壊したことを示唆される。

毛根帯の C14 年代は，ほぼ 3100，2600，2200BC
であり，これらは大規模な地震の発生時に対応す

る可能性がある。そして，側方拡大も間欠的に起

こり，側部の斜面を不安定化したことが示唆され

る。これらの不安定化した斜面がさらに重力変形

し，地すべりに成長し，地震や降雨の際にすべっ

たものと考えられる。つまり，由比地すべりの素

因は，このような大規模な側方拡大にあると考え

られる。

 


